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学校教育目標

	夢に向かって自ら学び、ゆたかな心と強い体をはぐくむ児童を育てる
	




	 めざす児童像

	 （よ）よく考える子

  ☆学習意欲の向上
  ☆思考力・判断力・表現力の
 　 育成
  ☆基礎学力の定着と家庭学習
 　 の習慣化
	 （し）しんせつな子

  ☆基本的生活習慣の確立
 　　　　　　　【４つの】
  ☆認め合い高め合う学級づくり
  ☆感動する心の育成
	 （きた）きたえる子

  ☆たくましい身体づくり
  ☆縦割り班活動の充実
　☆耐性の涵養





	 めざす学校像
	
	 めざす教師像

	 　☆　わくわく授業が展開される学校
 　☆　子どもが安心して過ごせる学校
 　☆　地域に開かれ信頼される学校
	
	 　☆　専門性と人間性を高める教師
 　☆　研修と実践を続ける教師
 　☆　家庭と地域と連携する教師



学校経営方針

	
	 １　夢（目標）をもつ児童の育成
 ２  自ら学ぶ児童の育成（知）
 ３　心豊かな児童の育成（徳）
 ４　たくましい身体づくりの推進（体）
 ５　開かれた学校づくりの推進
	



学校経営スローガン

	
	「集団の教育力」を高めよう
	
	教職員の「同僚性」を高めよう



重点指導事項

	 ○　「学びの基礎・基本」（リーフレット）を活用し、基本的な学習態度を育てる。
 ○　キャリア教育を推進する。（将来の夢や目標に向かって、努力する態度を育てる。）
 ○　外国語（英語）教育を推進する。（授業改善）
○　「集団の教育力」の向上（３つの集団・・・学級・縦割り班・教職員）
・「認め合い高め合う支持的風土」がある学級づくり
 　　・異学年集団（縦割り班）活動の充実
 　　・教職員集団の「同僚性」の高揚
 ○　達成感のある学習をすすめる。（わかる授業、楽しいわくわくする授業の実践）
 ○　学校行事や授業に地域の自然・人々・遺跡（福井洞窟・直谷城址）を活用する。
 ○　「自学ノート」（本校独自の低・中・高別学習ノート）を活用して、家庭学習の習慣化を図る。
 ○　読書活動の充実・習慣化を図る。
 ○　俳句創作活動の充実を図る。

	



	



